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第
四
回
柳
川
川
柳
大
学
報
告 

日
時
：
令
和
七
年
六
月
二
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

場
所
：
茶
房 
リ
エ
ー
ル 

出
席
：
伊
藤
・
魚
森
・
亀
池
・
後
藤
・
横
田
／
若
槻
・
辻
川
・
吉
原 

 

学
長
が
久
米
田
さ
ん
か
ら
若
槻
さ
ん
に
代
わ
っ
て
の
「
第
四
回
柳
川
川
柳
大
学
」。
参
加
者

は
八
名
で
し
た
。
前
回
最
優
秀
作
品
賞
受
賞
の
魚
森
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
、
若
槻
新
学
長
の
開

催
挨
拶
で
授
業
は
始
ま
り
ま
し
た
。
学
長
か
ら
は
今
年
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
の
紹
介
が
あ

り
、
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 
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さ
て
お
待
ち
か
ね
の
人
気
投
票
。
結
果
発
表
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

最
優
秀
作
品
賞
～
辻
川
さ
ん
（
課
題
句
⑦
） 

 

優
秀
作
品
賞
～
後
藤
さ
ん
（
自
由
句
⑤
）
魚
森
さ
ん
（
課
題
句
⑥
） 

 

学
長
賞
～
横
田
さ
ん
（
自
由
句
①
） 

 

投
句
一
覧
は
次
の
通
り
で
す
。
是
非
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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辻
川
副
学
長
の
中
締
め
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
二
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
ゆ
き

ま
す
。
次
回
は
八
月
四
日
（
月
）
会
員
外
の
聴
講
生
大
募
集
中
で
す
。
次
回
も
ご
期
待
く
だ
さ

い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
報
告
～
吉
原 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 
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自
由
句 

① 

高
ね
の
花
昔
は
彼
女
今
お
米
～
学
長
賞
（
横
田
） 

② 

高
齢
者
気
持
ち
ば
か
り
が
前
の
め
り
（
亀
池
） 

③ 

お
会
い
し
て
す
ぐ
お
別
れ
の
栄
一
さ
ん
（
若
槻
） 

④ 

仏
壇
に
団
子
供
え
る
コ
メ
高
騰
（
伊
藤
） 

⑤ 

お
宝
も
終
活
す
れ
ば
秒
で
ゴ
ミ
～
優
秀
賞
（
後
藤
） 

⑥ 

大
声
で
言
っ
た
も
ん
勝
ち
口
喧
嘩
（
魚
森
） 

⑦ 

若
き
日
の
時
の
浪
費
の
ツ
ケ
ま
わ
る
（
辻
川
） 

⑧ 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
紙
が
増
え
（
吉
原
） 

課
題
句
～
金
（
か
ね
・
き
ん
） 

① 

年
ご
と
に
増
え
る
痛
み
に
減
る
貯
金
（
横
田
） 

② 

金
あ
れ
ば
つ
い
つ
い
通
う
夜
の
ま
ち
（
亀
池
） 

③ 

借
り
た
金
こ
っ
そ
り
返
す
仏
壇
へ
（
若
槻
） 

④ 

借
金
で
首
は
回
ら
ず
目
が
回
る
（
伊
藤
） 

⑤ 

貸
し
た
の
に
な
ぜ
か
言
え
な
い
金
返
せ
（
後
藤
） 

⑥ 

老
い
先
は
増
え
る
は
薬
減
る
お
金
～
優
秀
賞
（
魚
森
） 

⑦ 

沈
黙
が
金
と
知
れ
ど
も
滑
る
口
～
最
優
秀
賞
（
辻
川
） 

⑧ 

パ
ソ
コ
ン
を
直
す
金
な
く
ハ
ガ
キ
か
く
（
吉
原
） 


